（新しい金融の流れ）

ビッグバン

　ビッグバンの認知度は前年比大幅に上昇し、過半数に達した。

　「ビッグバンを知っている」と回答した世帯に、ビッグバンで実現すると思われることについて聞くと、「金融機関によって金利に差が生じる」との回答が最も多い。もっとも、前年との対比でみると、「金利差が生じる」、「手数料を大幅に引き下げる先が増える」といったプライシングに関わる回答が減少する一方、「取引先が制限されていた商品を多くの金融機関が扱う」、「金融商品の種類が増える」といった金融商品や取扱金融機関の多様化に関わる回答が増加している。

　また、ビッグバンの進展によって自らの生活にどのような影響があるかについては、「金融機関の経営内容に格差が生じたり、商品が複雑になるなど、生活に負担がかかる」との回答が、「経済が活性化し、生活に好影響を与える」との回答を上回っている。
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（注）ビッグバンとは、様々な規制と保護を受けていたわが国の金融システムを自由で効率の良いものに変えていこうという構想。この改革の狙いが、わが国の金融経済の抜本的な変革にあるので、宇宙誕生時の大爆発になぞらえてビッグバンと呼ばれている。橋本前首相は、平成13年（2001年）をめどに、フリー・フェア・グローバルの３つの原則に基づいて、改革を進めることを表明した。
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こと。
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あまり大きな変化は生じない。
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（図表）ビッグバンの認知度





（図表）ビッグバンで実現すると思われること


　　　　（ビッグバンを知っている世帯、３つまでの複数回答）





（図表）ビッグバンの進展によって予想されること


　　　　（ビッグバンを知っている世帯）





（年収別）


























